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午前１０時 開会 

○竹田委員長 おはようございます。委員各位にお

かれましては、御多忙の折、御参集をいただきま

して、誠にありがとうございます。 

 ただいまから厚生文教常任委員会を開会いたし

ます。 

 本日の案件につきましては、本会議において本

常任委員会に付託をされました議案第６号「泉南

市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について」及び議案第７号「報酬及

び費用弁償条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」の以上２件について審査いただくものであ

りますので、委員各位におかれましては、よろし

くお願い申し上げます。 

 なお、本常任委員会に付託をされました議案に

ついては、委員会付託事件一覧表としてタブレッ

トに掲載いたしておりますので、御参照いただき

たいと思います。 

 それでは、議案の審査に先立ちまして、理事者

から挨拶のため発言を求めておりますので、許可

いたします。 

○山本市長 ただいま委員長のお許しをいただきま

したので、厚生文教常任委員会の開会に当たりま

して、一言御挨拶を申し上げます。 

 本定例会が始まりまして１週間が経過をいたし

たわけでございますけれども、この１週間におき

ましても、様々な提案、御指導等をいただきまし

て、非常にありがたく思っております。非常にこ

の二元代表制の下で、しっかりとこの行政側も緊

張感を持ってやっていかなければならないと、私

も思った次第でございます。 

 本日の委員会は、さきの本会議で本常任委員会

に付託をされました議案第６号と議案第７号のこ

の２件についてを本日は御審査をお願いするもの

でございます。 

 何とぞよろしく御審査をお願いいただきまして、

御承認賜りますようお願いを申し上げまして、簡

単ではございますが、私の御挨拶とさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

○竹田委員長 委員及び理事者に申し上げます。質

疑及び答弁につきましては、インターネット中継

を御覧の皆様に発言者が分かるよう、御起立いた

だきますようお願いをいたします。 

 これより議案の審査を行いますが、議案の内容

につきましては、本会議において既に説明を受け

ておりますので、これを省略し、質疑から始めた

いと思います。これに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○竹田委員長 御異議なしと認めます。よって審査

の方法については、提案理由並びに内容の説明を

省略し、質疑から始めることに決定いたしました。 

 それでは、これより議案の審査を行います。 

 初めに、議案第６号「泉南市印鑑登録及び証明

に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」を議題とし、質疑を行います。それでは、質

疑はありませんか。 

○楠委員 それでは、お聞きいたします。 

 今回マイナンバーカードのみに記録されていた

利用者証明用電子証明書がスマートフォンにも同

様の電子証明書を記録することができるようにな

ったということで、これはちょっとそもそものと

ころなんですけれども、アプリか何かをスマホに

入れるのか、そもそも本体にそういう機能がある

やつがあるのかというのをお聞きしたいと思いま

す。 

 あと、記録することができるようになったとい

うことで、記録する方法と、あと解除の方法も簡

単にできるのか、記録も簡単にできるのか、その

辺をちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 あと、マイナンバーカードの申請のときのよう

に、窓口でそういった市民さん向けに補助といい

ますか、解説したりするようなことがあるのか、

お聞きしたいと思います。 

○森市民課長 お答えいたします。 

 まず、マイナンバーカードにのみ保存されてい

た証明書について、スマホにも同様の証明書が保

存されることになったことについて、アプリ等の

対応になるのかどうかといった御質問でございま

した。 

 基本的には、新しいアプリを入れるといったこ

とはございませんでして、マイナポータルアプリ、

こちらのアップデートで対応するということでご

ざいます。 

 それから、記録する方法、それから解除する方
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法、こういった辺りについてということでござい

ますけれども、記録する方法につきましては、ス

マートフォンとマイナンバーカードを御用意いた

だきまして、スマートフォンには画面に表示され

てまいりますので、表示されるとおりに画面展開

をしていただきまして、その際にはスマホ用の暗

証番号等入力をしていただくということもござい

ますけれども、その後にマイナンバーカードをス

マートフォンの所定の位置にかざしていただきま

して、マイナンバーカードから情報を読み取る。

こういったことで記録をするということができる

ようになってまいります。 

 それから、解除の方法でございますけれども、

こちらについても、スマートフォンのほうから解

除をすることができるようになっておりまして、

例えば機種変更等をした際にも、もともと持って

いたスマートフォン、こちらのほうにスマホ用の

電子証明書を登録していた場合であっても、新し

く購入したスマホのほうから、通信で解除のほう

も可能となるというふうになってございます。 

 それから、マイナンバーカードのところで、市

民向けの補助を行っていた。恐らくひもづけ等の

ことをおっしゃっているというふうに思いますけ

れども、こちらにつきましては、デジタル庁のほ

うからは、このスマホ用電子証明書に関する住民

さんからのお問合せにつきましては、マイナンバ

ー総合フリーダイヤルを案内するようにというふ

うに通達は参っておりますけれども、電話でのお

問合せについては、こちらの御案内でいいのかな

というふうに思いますけれども、実際窓口対応と

いうところでいいますと、これに来られたお客様

に対して、お電話してくださいということも、な

かなかそれもどうかなと思いますので、窓口対応

の一部として対応してまいりたいというふうに考

えてございます。 

 以上でございます。 

○楠委員 分かりました。今あるアプリをアップデ

ートすれば基本的には新しいのは入れなくていい

ということだと、分かりました。 

 窓口のほうで、そもそもマイナンバーカードを

持っている方でスマホにも入れたいという方が、

どれだけいてるかというのも、ちょっと私もまだ

市民さんからも聞いたりしていないので、分から

ないのですが、窓口で対応していただけるという

ことで分かりました。 

 あと、この条例改正してスマホにそういう機能

を持たせるようなことができますというのも、広

報か何かでお知らせはしたりするのでしょうか。 

○森市民課長 広報についてでございます。このコ

ンビニ交付のサービスの開始時期が、まだ年内め

どにということになってございまして、まだ現在

はサービスの提供ができないという状況でござい

ますので、その辺りにつきましては、サービスの

開始日が決定した段階で、広報についても市のウ

ェブサイト、あるいは市の広報紙などを通じて行

ってまいりたいというように考えてございます。 

 以上です。 

○岡田委員 おはようございます。よろしくお願い

いたします。 

 まず、窓口とオンライン申請の手数料の違いと

いうのをお聞かせいただきたいと思います。 

 そして、印鑑登録の廃止というのも同じく申請

できるのか、お聞かせください。 

○森市民課長 窓口とオンライン申請ということで

すけれども、証明書の発行申請という解釈でよろ

しいですか。 

 窓口については、市民課窓口での発行につきま

しては300円、オンライン申請といいますか、コ

ンビニ交付につきましては200円ということにな

ってございます。 

 今回の条例改正につきましては、手数料条例に

ついては一切関与しておりませんので、それはそ

のままということでございます。 

 それから、廃止の手続というのも、印鑑登録の

廃止ということかと思います。これにつきまして

は、窓口でしか廃止の手続はできないということ

になってございます。 

 以上です。 

○岡田委員 ありがとうございます。それと、ここ

にサービスの開始日は未定というふうにあるので

すが、大体いつぐらいから可能なのか、お聞かせ

いただきたいと思います。 

 それと、スマートフォン用の電子証明書という

のは、税関係とか年金関係は記録されないという
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ことでいいのかどうか、教えていただきたいと思

います。 

○森市民課長 サービスの開始日でございますけれ

ども、最新の状況、９月７日時点でデジタル庁に

ちょっと確認を取りましたけれども、まだ年内と

いうことでございます。これについては、コンビ

ニ事業者側との調整が、まだきちんと整っていな

いということでございました。 

 それから、スマホ用電子証明書に登載される、

記録される内容ということでございますけれども、

電子証明書というものには、その他の情報という

のは特に記録はされません。その電子証明書を通

じてスマホからマイナポータルの御自分の情報を

閲覧するであるとか、そういったことは可能にな

ってまいりますけれども、電子証明書そのものに

は登載されるということはございません。 

 以上です。 

○谷藤副委員長 おはようございます。よろしくお

願いいたします。 

 １点だけ確認なんですが、アプリをスマホに登

録したときに、現状アンドロイドしか対応してい

ないというふうにお聞きしておりますが、このア

ンドロイドから例えばｉＰｈｏｎｅに機種変更し

た場合は、一旦その登録内容というのが解除され

るんでしょうかね。ちょっとその１点だけ確認さ

せてください。よろしくお願いします。 

○森市民課長 御指摘のとおり、現在は対応してい

るスマホについては、アンドロイド携帯のみとな

ってございます。ここから機種変更を行う際です

けれども、ｉＰｈｏｎｅについては対応していな

いというところでございますので、それは自動的

に失効するかどうかといった点につきましては、

ちょっと情報がございませんけれども、手続とし

ては、アンドロイド携帯を解約するというところ

がございますので、その時点で間違いなくといい

ますか、お忘れのないように解除をしていただく

という手続は必要になってくるのかなというふう

に考えてございます。 

 こういったスマホ用電子証明書につきましては、

デジタル庁のほうから各携帯業者のほうに、こう

いう手続が必要ですということは、アナウンスが

されておりますので、携帯業者のほうにおいても、

そういったことは把握をしているものと考えてご

ざいます。 

 以上です。 

○谷藤副委員長 ありがとうございます。 

○竹田委員長 ほかございませんね。――――以上

で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

○楠委員 反対で討論させていただきます。 

 今回利便性を進めていくということで、スマー

トフォン、市民の皆さん、持ってはる方が多いの

で、スマホでも同様にマイナンバーカード機能の

一部を使えるようにするということですけれども、

マイナンバーカードと年金や保険証、公金の受け

取りなどで問題が今続出している中で、利便性を

全面的に打ち出して進めていくという姿勢には、

ちょっと疑問が生じます。 

 岸田政権が「誰一人取り残さないデジタル社会」

ということで進めておりますが、最初にも言いま

したように、まだスマホを持っておられない方も

おられますし、インターネットがそもそも苦手だ

という方もおられますので、そういった方々にど

うやって利便性というか、誰一人取り残さないよ

うな政策を進めていくかというのが見えてきませ

んので、問題点も解決していない中で、こういっ

たデジタル社会に向けての歩みだけを進めるとい

うのは納得できませんので、反対とさせていただ

きます。 

○竹田委員長 ほかございませんか。――――以上

で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第６号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに賛成の委員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○竹田委員長 起立多数であります。よって議案第

６号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７号「報酬及び費用弁償条例の一

部を改正する条例の制定について」を議題とし質

疑を行います。質疑はありませんか。 

○岡田委員 よろしくお願いいたします。泉南市い

じめ防止基本方針にも示されていますが、この重

大事態というのをもう一度説明いただきたいと思

います。 
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 そして、いじめ問題対策委員会委員なんですけ

れども、他市では専門性、高い知識を持たれてい

る方が多いので、例えば弁護士とか臨床心理士と

か、その差があるわけですね、報酬によって。市

は一律なのかをちょっと確認させていただきたい

と思います。 

○川口教育部参事兼指導課長 失礼いたします。そ

れではまず、重大事態の内容ということで御質問

をいただいております。 

 本件につきましては、いじめ防止対策推進法の

法第28条第１項に記載されている内容になってご

ざいまして、２点ございます。 

 生命・心身・財産重大事態ということで、当該

学校に在籍する児童・生徒の生命・心身・財産に

重大な被害の疑いがあるというときに、重大事態

ということで取り上げる場合、そして、不登校重

大事態としまして、在籍児童が相当の期間、これ

は一定30日というふうに記載されているんですけ

れども、欠席する事を余儀なくされている疑いが

ある場合ということで、この２点に関わって学校

のほうでその要件に合致した場合、重大事態とし

て取扱いをまず始めるということになってござい

ます。 

 続きまして、委員さんの件で御質問いただきま

した。 

 現在、いじめ問題対策委員会委員さんにつきま

しては、３名御就任いただいております。その職

種につきましては、委員長には弁護士の方、そし

て副委員長には大学の教授、そしてもう一方が臨

床心理士ということで３名御就任いただいている

ところでございます。 

 以上です。 

○岡田委員 金額が全部同一ということでいいのか

どうかというのを。 

○川口教育部参事兼指導課長 申し訳ございません。

今回改正をお願いしておりますのは、委員さんの

みでございまして、委員長につきましては、額に

つきましては、従来のままの額をそのまま継続し

ているところでございます。お願いいたします。 

○岡田委員 ありがとうございます。 

 枚方市では、重大事態が発生したとき、また重

大事態が発生する疑いがあるときも、即座に会議

を開催するとのことですが、泉南市としてはいか

がでしょうか、お考えをお聞かせください。 

○川口教育部参事兼指導課長 泉南市におきまして

も、同様の対応をさせていただいてございます。 

 まず、学校のほうで認知した場合、学校の中で

の対策委員会を開催していただきます。その中で

まず学校内での聞き取り調査を行いまして、事実

を確認いたします。そこでのまず調査が始まりま

す。 

 一定、その報告を受けて、教育委員会でも必要

な場合は調査をするという形になりますので、ま

ずは学校での調査をしていくということです。 

 以上です。 

○竹田委員長 ほかございませんか。――――以上

で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。

――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第７号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○竹田委員長 御異議なしと認めます。よって議案

第７号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で本常任委員会に付託されました議案の審

査を終わります。 

 次に、本委員会の閉会中の継続調査の申出につ

いてお諮りをいたします。 

 お諮りいたします。本委員会の所管事項につき

ましては、調査研究のため、引き続き閉会中の継

続調査の申出を行いたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○竹田委員長 御異議なしと認めます。よって議長

に対し、閉会中の継続調査の申出を行うことに決

定いたしました。 

 なお、閉会中において調査を行う事件につきま

しては、委員長に一任していただきたいと思いま

す。 

 以上で本日予定しておりました議案審査につき

ましては、全て終了いたしました。 

 委員各位におかれましては、慎重なる審査をい
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ただきまして、誠にありがとうございました。 

 なお、本会議における委員長の報告につきまし

ては、私に一任していただきますようお願いを申

し上げます。 

 それでは、これをもちまして厚生文教常任委員

会を閉会いたします。お疲れさまでございました。 

午前１０時１９分 閉会 

（了） 
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